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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年11月14日に提出いたしました第37期第２四半期（自　平成23年７月１日　至　平成23年

９月30日）の四半期報告書の記載事項の一部に訂正を要する箇所がありましたので、これを訂

正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

　　　会計方針の変更等

３【訂正箇所】

訂正箇所は　　　　を付して表示しております。

第一部　【企業情報】

第４　【経理の状況】

　１　【四半期連結財務諸表】

　　　【会計方針の変更等】

（訂正前）
当第２四半期連結累計期間

（自 平成23年4月1日　至 平成23年９月30日）
（在外子会社の収益および費用の換算方法の変更）
　在外子会社の収益および費用は、従来、当該子会社の決算日の直物為替相場により換算してお
りましたが、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、期中平均為替相場により換算す
る方法に変更しております。そのため、前第２四半期連結累計期間と当第２四半期連結累計期
間で、在外子会社等の損益の計算方法が異なっております。
　これに伴う損益に与える影響は軽微であります。

（訂正後）
当第２四半期連結累計期間

（自 平成23年4月1日　至 平成23年９月30日）
（在外子会社の収益および費用の換算方法の変更）
　在外子会社の収益および費用は、従来、当該子会社の決算日の直物為替相場により換算してお
りましたが、前連結会計年度より期中平均為替相場により換算する方法に変更しております。
そのため、前第２四半期連結累計期間と当第２四半期連結累計期間で、在外子会社等の損益の
計算方法が異なっております。
　これに伴う当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は、売上高0百万円、営業利益△0百
万円、経常利益△0百万円、税金等調整前四半期純利益△0百万円であります。

 
以上
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